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未来予想図
新しい時代の技術と心特集

　さまざまな技術が急速に進化し、コロナ禍の影響で半ば強制的に働き方も大き
く変化し、新しい時代へと突入しています。
　これまで当たり前だった通勤型の勤務から在宅勤務を含めたテレワークへの移
行が急速に浸透しました。満員電車で通勤をしなくてもよくなったり、仕事をす
る場所にとらわれることなく作業したりと、柔軟かつ効率的に仕事が進められる
ことでメリットを感じられることが多くあると感じます。
　一方で、テレワークによって対面でのコミュニケーションの機会が減り、相手
とうまく意思疎通ができなかったり、微妙なニュアンスを感じ取れないことにス
トレスを感じることがあります。また、長期化する自粛生活によってストレスを
感じることもあります。
　技術が進化し、働き方も変化する今の時代においても、コミュニケーションの
大切さや感情から受ける影響の大きさを改めて実感します。
　そこで、今号では「新しい時代の技術と心」と題し、特集を企画しました。
新しい時代の技術として、これまでも本誌で取り上げたBIMにおける最新情報に
ついて、基礎知識を交えながらご紹介します。
　新しい時代の心としては、昨今注目されているEQ（Emotional Intelligence 
Quotient：心の知能指数）についてご紹介します。EQの基礎知識やセミナーを受
講された方の感想をご一読いただき、参考にしていただければと思います。
　新しい技術を学んでいくとともに心や感情についても学んでいきましょう。
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ます。
　分類体系検討WGで研究を行った内容は、情報
委員会に設置された国土交通省建築BIM推進会
議の部会4「BIMを活用した積算・コストマネジ
メントの環境整備協議会（通称：BSIJ協議会）（森
谷靖彦座長）」にて情報共有され、ここで不動産
や維持管理などの専門家の意見も採り入れながら
さらに研究内容を深めました。また、情報委員会
にはコストマネジメント業務において豊富な経験
を有するベテランメンバーで組織される「サポー
トWG」を設置し、実務的な意見もふんだんに取
り入れ、また建築研究所建築生産研究グループか
らも適時アドバイスを頂きながら多角的な視点で
研究をすすめてきました（図1）。
　そして、分類体系検討WGが調査研究を行った
内容は、BSIJ協議会を通じて、国土交通省建築
BIM推進会議部会4の報告事項に盛り込まれ、公
開されることになります。

 

1  はじめに

　日本における「BIM元年」といわれた2009年
から10余年が経過し、さまざまな分野でBIM

（Building Information Modeling）の導入が進ん
でいます。BIMは、建築物の企画、設計から施工、
維持管理にいたる建築情報を統合し、多くの関係
主体が情報を共有し利活用することで、業務の効
率化と建物利用の高度化が期待される技術です。
近年では、建設DX（デジタル・トランスフォー
メーション）を実現する技術の一つとして、BIM
のさらなる普及と技術開発が期待されています。
　本稿は、こうした背景のもと、国立研究開発法
人建築研究所（以下、建築研究所）が官民研究開
発投資拡大プログラム（内閣府PRISM施策）によ
り発注し、公益社団法人日本建築積算協会が受託
した「BIMオブジェクトの分類に供する建築分類
体系に係る調査業務（令和元年度）」および「建築
分類体系によるコスト概算手法等に関する調査検
討業務（令和2年度）」の研究成果をベースに、当
協会の情報委員会メンバーが加筆・修正を加えて
再構成した資料を、筆者らが『建築と積算』誌の
読者向けに要約したものです。

1.1　研究体制
　本研究は、当協会の常設委員会である情報委員
会（志手一哉委員長）に設置された「分類体系検討
WG（村瀬弘幸主査）」にて実施し、現在も研究を
継続しています。分類体系検討WGは、主として
コストマネージャー、BIMマネージャー、プロジェ
クトマネージャー、意匠設計、構造設計、設備設計、
積算の実務者30余名から構成されており、実務
的な視点に重きを置きながら研究に取り組んでい

（公社）日本建築積算協会 情報委員会 成果発表

建築分類体系を利用した
コストマネジメントと
概算手法の検討

（公社）日本建築積算協会 情報委員会委員長
芝浦工業大学建築学部建築学科 教授

志手 一哉
分類体系検討WG主査

株式会社日本設計
村瀬 弘幸

BSIJ協議会座長
協栄産業株式会社
森谷 靖彦

図1　本研究の実施体制
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として、施工段階におけるBIMの活用事例を広
く共有する取り組みが始まりました。そしてこの
取り組みをまとめた「施工BIMのスタイル～施工
段階における元請と専門工事会社の連携の手引き
2014」が刊行され、現在に至るまで、元請と専
門工事会社の連携の事例の紹介、BIM導入のガ
イダンスについて「施工BIMのすすめ」シリーズ
の発刊が進められています。
　その一方で、「ガイドラインがないこと、ライブ
ラリがないこと、建材・設備を分類するためのコー
ド体系がないこと」がBIMの課題として指摘され
るようになり、汎用なBIMオブジェクトの提供
がなされていない点がBIMによる設計効率の向
上の支障となることが認識され始めました。この
ような状況を打開するため、すでに設備CAD向
けに提供されていた、一般財団法人建設業振興基
金が設置する設計製造情報化評議会（C-CADEC）
の開発したStem配信環境を継承、発展させるこ
とで、BIMオブジェクト配信環境を整備すること
を目的とする任意団体、BIMライブラリコンソー
シアム（BLC）（事務局：一般財団法人建築保全セ
ンター）が、2015年10月に発足しました。BLC
は、開発活動の拡大に伴う検討組織の強化を進め
る過程で、建築研究所のBIMに関する共同研究
パートナーとして特定されたのを機に、2019年8
月に技術研究組合法に基づく国土交通大臣認可の
BIMライブラリ技術研究組合（BLCJ）に発展改組
しました。

2  
BIMオブジェクトの分類に供する
建築分類体系（以下、分類体系）検討の背景

　わが国においてBIMが広く認知される契機と
なったのは、BIMに関する建築学会のパネルディ
スカッションの開催やBIM関連書籍が相次いで
刊行された2009年であるとされています。この
年には、建築研究所が初めてBIMを業務名に取
り入れた調査業務の公示を行い、その翌年には、

「官庁営繕事業におけるBIM導入プロジェクト」
の開始を宣言するなどされたため、のちに2009
年が「BIM元年」といわれるようになりました。
　当時のBIMの特徴と効用は、BIMによる情報
の統合化や協業によるワークフローの改善も認識
されてはいましたが、主として、企画、基本設計
といった設計初期段階におけるビジュアライゼー
ションと、干渉チェックなどのフロントローディ
ングが重視されていました。当時のBIMは、BIM
オブジェクトやテンプレートなど実施設計で利用
するための情報基盤が整っていませんでした。個
社で開発整備した作業環境を外販するなど、BIM
の導入の障壁を下げるような取り組みも見られま
したが、多様な情報連携のデファクト・スタンダー
ドを形成するまでの勢いは見られなかったのが実
情です。
　一方、同時期にIAI日本が提示したBIMロード
マップでは、モデリングツールとしてのBIM利
用段階（BIM1.0）、シミュレーションとの連携と
設計へのフィードバック等、高度な設計への活用
段階（BIM2.0）、企画、設計、施工、維持管理に
至る総合的ななBIMの利用（BIM3.0）の段階を設
定し、BIM2.0が当時のユースケースの主な検討
範囲であることを示しています。ここでは実施設
計段階のBIMの適用が目標であり、積算、施工は、
BIM3.0の段階では、各業務に最適化された部分
モデルとモデルサーバによる結合は将来的な展望
として位置づいていました（図2）。
　BIM元年の翌年の2010年には、一般社団法人
日本建設業連合会（日建連）の建築生産委員会IT
推進部会の下にBIM専門部会が置かれ、施工段
階でのBIMのメリットの増大を図ることを目的

図2　IAI 日本が提示したBIM ロードマップ
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2.1　建築BIM推進会議の設置
　建築BIMの推進については、令和元年度革新
的事業活動に関する実行計画において施策の位置
づけがなされ、BIM/CIM推進委員会のWGとし
て2019年4月に「建築BIM推進会議」が設置さ
れました（図4）。建築BIM推進会議では、はじめ
に同会議において到達すべき将来像の共通認識の
同定や、テーマ別工程表の検討を行いました。

　建築BIM推進会議には、①環境整備、②ライ
ブラリ整備、③BIM建築確認、④積算連携、⑤デー
タ環境、⑥資格制度、⑦ビッグデータ、の7つの
検討テーマが設定され、このうち①～⑤のテーマ
について、検討部会が設置されました（図5）。
　このうち、部会１「建築BIM環境整備部会」以
外の部会については、業界団体が設置する部会と
して運営されています。これらは、部会2「BIM
モデルの形状と属性情報の標準化検討部会」（運
営：BIMライブラリ技術研究組合）、部会3「BIM

こうした状況の中、2018年に内閣府に「官民研究
開発投資拡大プログラム（PRISM）」制度が創設さ
れ、BIM関連分野については、i-constructionの
推進の一環として「建築プロジェクト管理を省力
化、高度化するBIMデータ活用」を位置づけ、検
討を2018年度より5ヵ年の予定で実施していま
す（図3）。
　日本におけるこれまでのBIMの普及過程を踏
まえると、設計段階のBIM（設計BIM）と施工段
階のBIM（施工BIM）については、個社の取り組
み等による熟度が相当高まってきていますが、
BIMオブジェクトライブラリの整備が未達であ
る事や、施工後の維持管理につながる施工記録等
の蓄積、維持管理への引き継ぎ方法、業際をつな
ぐプラットフォームのあり方等、前述のBIM3.0
のコンセプトに至る知見が十分ではない状況にあ
りました。このような業際をつなぐテーマは、個
社のみの努力によって成果がもたらされるもので
はなく、いわば「協調領域」として取り組むべき
テーマであると言えます。
　PRISMでは、この「協調領域」について課題を
設定し、課題の克服に対応する業界団体と連携し、
BIMオブジェクトライブラリ、建築分類コード、
共通データ環境（CDE）、BIM建築確認の課題解
決と、総合的なBIM活用のユースケース開発の
ための公的賃貸住宅に係るBIM検証を実施して
います。

図3　建築の各ステージにおける開発課題とPRISMにおける実施内容との対応

図4　建築BIM 推進会議の位置づけ
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的に建設業界全体の社会インフラとして整備され
ることを見据え、2017年から分類体系に関する
調査を実施してきました。その目的は、BIMデー
タと分類体系が適切に結びつくことにより、建設
業界全体でデータを効率的に利活用されることに
資することであります。この分類体系の検討に際
し、国際規格のISO12006-2：2015に準拠し、か
つ建設プロジェクトにおける様々な要素を複数の
視点から明快に分類できる、ファセット型（ある
要素を様々な視点から見る分類方法）の分類体系

「Uniclass2015」を対象とすることとしました。

3  国外における分類体系の現状

　分類体系の国際規格であるISO12006-2は、初
版が2001年に制定され、2015年にBIMに対応し
た改訂が行われました。この国際規格と整合を図
るべく、米国ではMasterFormatやUniFormatな
ど既存の分類体系を組み入れたOmniClass、英
国ではBIMによる建設プロセスとの整合を意識
して建設プロセスの各ステージで利用する各分類

を活用した建築確認検査の実施検討部会」（運営：
建築確認におけるBIM活用推進協議会）、部会4

「BIMによる積算の標準化検討部会」（運営：公益
社団法人日本建築積算協会BSIJ協議会）、および、
部会5「BIMの情報共有基盤の整備検討部会」（運
営：一般社団法人buildingSMART Japan）で構
成されています。
　このうち、部会4が担当するBIMによる積算は、
BIMの普及に対する大きな訴求力となります。
　当協会の情報委員会では、建築BIM推進会議
とその部会の設置に先立ち、BIMデータが将来

図5　建築BIM推進会議の5つの部会（建築BIM推進会議配布資料より）

図6　分類体系の考え方（部会4 令和２年度活動報告資料より）
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も、BIMオブジェクトが配置されていれば、性能、
機能、品質などの仕様が仮定義されている状態に
なりますので、コストエンジニアによる積み上げ
型の概算が可能になります。実施設計に入ると、
工事工程、納まり、施工方法、出来栄え、検査方
法、付属品などの仕様を検討・確定し、工種別の
工事費算定を行うことが可能となります。こうし
た各種の仕様をBIMオブジェクトに紐づけて設
計を段階的に進めることは、精度の高いコストマ
ネジメントへの改革を実現する必要条件と考えら
れます。
　実務におけるプロジェクトマネジメントでは、
複雑な事象をわかりやすいカテゴリで分類するこ
とが肝要です。海外の建設プロジェクトも同様に、
品質、コスト、工程などを首尾よくマネジメント
するために、建物を何らかの視点で分類するク
ラシフィケーション（分類）が用いられています。
近年は、モジュラー型の設計思想であるBIMの
普及に伴って、その必要性が改めて見直されてい
る機運があるのです。
　しかし、ひとことで「分類」というものの、そ
の体系は多様です。例えば、建設要素の分類でも
三つのタイプを挙げることができます。一つ目に、

体系の意味付けやコード表現の相互関係を再構築
したUniclass2015が公表されました。その他の
国でも、BIMとの連携を図るべく自国の分類体系
を再整備しています。
　米国や英国はプロジェクトごとに建設仕様書を
編纂して契約書とするため、それを効率的に作成
する仕組みとして分類体系が発展してきました。
このため、分類体系は従来の業務に浸透している
ために、急に変えることができないという課題も
あります。

3.1　分類体系の考え方
　BIMがCADと決定的に異なる点は、基本計画
段階で簡単なプラン図を描く場合でも、建築要素
であるBIMオブジェクトを「選択」する行為が避
けられないことです。例えば、BIMソフトウェ
アでプラン図に「窓」の位置を示す場合、図7に
例示するように、内部用か外部用かなどの「性能」、
木かアルミかなどの「材質」、掃き出しか腰壁付
きかなどの「形状」など、ある程度の仕様で分け
られたタイプの中から意図する窓オブジェクトを
選択して壁の中に配置します。
　このように、プラン図を示す程度のモデルで

BIMによる積算の標準化検討部会(部会４) 2019年度活動成果報告資料より

図7　BIM を前提としたコストマネジメントのイメージ
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の相互関係を再構築したものです。

•OmniClass
　OmniClassは、米国とカナダの建設仕様書
協 会 で あ るCSI（Construction Specifications 
Institute） とCSC（Construction Specifications 
Canada）が整備した分類システムで、部屋の名
称や工種など16種のテーブルで構成されていま
す。その中で、3つの分類コード（図9囲み部分：
Table21～23）がBIMオブジェクトと関係し、建
物を構成する構造や機能を対象とするもので、こ
れは部分別内訳書の標準書式に利用されたり、工
種別の分類として、工事仕様書や工種別内訳書標
準書式として利用されています。

3次元形状の空間や建築要素のBIMオブジェクト
に建築の部位や機器の名称を与えるために用いる
分類、二つ目に、業務の視点による分類、三つ目は、
コンポーネントの構成から建設資機材に展開する
分類です。これら三つの分類の特性とBIMオブ
ジェクトの関係は、「物理的分類をもったBIMオ
ブジェクトで建物の基本計画を行い、それに基づ
いて設計要求条件や建物部位（建築要素）に要求
される性能を定め、それに概念的分類を与えて建
設コスト計画をし、その建設要素を構成するいく
つかの資機材とBIMオブジェクトをリンクさせ
て工事費を確認する」というようなイメージで整
理することができます（図8）。

3.2　国際的な分類体系
　ファセット型の分類システムを建設に適用
する国際規格がISO12006-2：2015であり、そ
れに準拠した分類システムとして、米国CSIの
OmniClass、英国NBSのUniclass2015が知られ
ています。前者は米国においてさまざまな業務で
使われていた分類体系を集約して番号の表現を共
通化したもので、後者は建設プロセスの各ステー
ジで利用する各分類体系の意味付けやコード表現

BIMによる積算の標準化検討部会(部会４) 2020年度活動成果報告資料より

図8　三つの分類の関係性

図9　OmniClassのテーブル一覧
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理する場合、BIMオブジェクトと対になる窓の
番号の下部に、設計事務所で独自に採番したガラ
スやシーリングなどの番号を紐づけることになり
ます。

•Uniclass2015
　MasterFormatやUniFormatは、体系の最下層
が「工事」であったり「部分」であるので、「建築部
品」を特定することができません。例えば、RC
の柱も梁も床も同じ「フロアコンストラクション」
や「コンクリート」のコードを付与することにな
ります。BIMオブジェクトやIFCのカテゴリで部
位を識別できるので問題ないという考え方もでき
ますが、その方法では、ジオメトリの情報しか持
たない3D-CADのデータをBIMに取り込む場合な
どに対応できません。そのため、BIMによる設計
では、建築部品＝BIMオブジェクトに対応する
分類体系があると便利です。そのような用途を意
識したテーブルを含む分類体系システムが、英国
のUniclass2015です。その特徴は、①設計から
施工に至る各段階を想定した7つのテーブル（分
類のクラス）を有していること、②BIMオブジェ
クトに対応するシステム（Ss:Systems）のテーブ
ルを設けたこと、③建物の部位や機能、それを構
成するシステムのテーブルの間で分類番号の統一
性を確保して、それらのテーブル間に階層性を持
たせていることです。これらの7つのテーブルは、
図10に示すように、計画段階と設計段階で2段
階の使い分けが想定されています。

•UniFormat
　OmniClass Table 21-Elementsの元になって
いるUniFormatは、コスト分析の標準書式や部
分別内訳書で、建物を構成する構造や機能を対象
とした分類として利用されています。
　UniFormatをBIMのオブジェクトに付与する
場合、基本計画でLevel 2、基本設計でLevel 3
という具合にコードの階層を付け加えていくこと
になります。また、詳細設計では個別部分の仕
様を検討・選択する際にMasterFormat（後述）の
コードを付け加え、仕様書作成ソフトを利用して
各種の仕様の記述や積算にBIMモデルを応用で
きます。

•MasterFormat
　OmniClass Table 22-Work Resultsの元になっ
ているMasterFormatは、建築工事に係る工種だ
けでなく、道路、港湾、採掘事業、1次エネルギー
関連にかけて広い範囲をカバーした、仕様書すな
わち契約図書を作成するためのガイドとなってい
ます。建築工事では、建築仕様書や工種別内訳書
標準書式として利用されています。
　しかし、MasterFormat分類番号は、BIMオブ
ジェクトと1対1の関係にあるとは限りません。1
つのオブジェクトに複数の部品や資材が含まれて
いる場合や、複数のオブジェクトの納まりの部分
に1つの番号が割り当てられることもあり、多対
多の関係が前提となるのです。例えば複数の部品
や資材が含まれている窓オブジェクトの仕様を管

図10　Uniclass2015の構成
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えるテンプレートが必要となります。
　このテンプレートは、「工種別分類体系」「部分
別分類体系」などと呼ばれている分類体系で、本
稿では「概念的分類」と表現します（図11）。
　BIMオブジェクトを分類する番号（図11では
Uniclass2015のSsテーブル）と概念的分類（図
11で右側に列挙されている分類体系）を併用する
ことにより、コストマネジメントのみならず、資
産マネジメント、中長期修繕計画、維持保全など
建築のライフサイクル全般でBIMデータを有効
活用する環境を構築することが可能です。
　そのためには、BIMを利用するプロジェクトで
Uniclass2015をキーに概算するシーンを想定し、
各テーブルの日本語訳、不足項目の洗い出し、企
画・基本計画・基本設計の概算に最低限必要な仕
様の整理、それらの情報を付与していくシステム
的な構想が重要となります。当協会情報委員会で
は、この調査研究の一環としてUniclass2015の
翻訳と記述内容の整理を行いました。詳細は当協
会のホームページの「BSIJ協議会」ページをご覧
ください（情報は適宜更新されます）。
http://www.bsij.or.jp/info/bsijconference.
html?date=20201119

4  
国際的協調のための分類体系の
基礎資料調査

4.1　分類体系の意義
　米国や英国はプロジェクトごとに建物の仕様書
を編纂して契約書とします。それを効率的に作成
する仕組みとして、分類体系が発展してきました。
MasterFormatやUniclass2015の最下層は、建
物を構成する製品や材料の名称の分類ですが、そ
れに対する仕様は仕様書に記述するため、サイズ
や特性などの分類はありません。
　これらの「仕様」の情報は、BIMオブジェクト
のパラメータとして入力したりBIMデータと連
携する積算ソフトに入力したりして、単価設定
の判断材料として扱うこともできます。しかし、
BIMオブジェクトは、それが直接製品や材料を
表現しているものもあれば、複数の製品や材料で
構成されたシステム的な構想もあります。後者の
場合、1つのBIMオブジェクトに複数の製品や材
料の分類番号を付与しなくてはなりません。また、
製品や材料の構成や仕様を記述する、なんらかの
仕組み（例えば積算ソフト）を用いて製品や材料
の分類番号を入力し、それに仕様と単価が付記し
たとしても、それを工種別や部分別の内訳書に整

図11　建設産業全体での分類体系活用のイメージ
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る方法（工種・大項目別算出法）、③ 部位別・部
分別の中・小項目に数量・単価を設定し算出する
方法（小項目別算出法）の3つがあります。BIM
を用いた概算では、なるべく③に近づけるような
②と③の中間に目標を置くのが良いと考えられま
す。
　プロジェクトのコスト管理では、事業計画・事
業収支をもとに予算を策定し、目標予算を有効に
使い価値の高い建物の実現を目指して設計を進め
ていくことが望ましいとされます。企画段階では、
建物のどの部分にどれだけのコストをかけるか目
標設定するコストプランニングを行います。基本
計画では建物や空間に要求する性能を示したアウ
トラインスペックで概算を行います。基本設計で
は、建物を構成するエレメントである「システム」
に対する要求性能や工事仕様を確定し概算を行い
ます。実施設計では、システムを構成する材料や

4.2　コストマネジメントと分類体系の関係
　建設プロジェクトにおいて、発注者の要望に対
して最適な品質・コストを実現するためには、基
本設計段階のコストマネジメントが重要になりま
す。一般に、全体工事費の80％は、設計が20%
進んだ段階で工事費変動要因の多くの部分が確定
すると言われています。
　コストマネジメントの実施方法・内容は、その
基本となる概算工事費の算出方法・内容に左右さ
れます。コストマネジメントの実施内容の検討に
は、コストマネジメントに適した概算工事費の算
出方法の選定も必要になります。したがって、コ
ストマネジメントの精度の向上が、発注者におけ
るBIM活用のメリットにつながります。
　基本設計の初期段階に適用可能な概算の算出手
法は、① ㎡・坪単価より算出する方法（㎡・坪単
価算出法）、② 工事項目別㎡・坪単価より算出す

表1　LODの一覧
LOD 概要 具体例（照明器具）

100

要素は幾何学的な表現ではない。例えば、部品（またはその組合せ）の
存在を示すが、形状、サイズ、または正確な位置は示していない、他
のモデル要素またはシンボルに添付される情報である。
LOD 100 の要素から得られた情報はすべて概算であると見なされる
必要がある。

床の面積に関連付けられたコスト/平
方フィートで表現。
※具体的な要素はモデル化されない

200

要素は一般的な部品で情報の「仮の入れ物」との位置づけ。それらは、
具体的な部品（またはその組合せ）コンポーネントとして認識できる場
合もあれば、スペースを予め確保するためのボリュームである場合も
ある。
LOD 200 の要素から得られた情報はすべて概算であると見なされる。

汎用的な照明器具で表現。凡その寸法、
形状、場所が示される。

300

設計された要素の量、サイズ、形状、位置、および方向は、注記や寸
法の呼び出しなどのモデル化されていない情報を参照することなく、
モデルから直接測定出来る。
プロジェクトの起点が定義され、要素はプロジェクトの起点に対して
正確に配置される。

設計者が指定する天井埋込器具の要素
が配置される。特定の寸法、形状、場
所が示される。

350

ある要素を、近傍の要素または関連付けられた要素との間で調整する
ために必要な部品がモデル化される。これらの部品には、支持材や接
続などのアイテムが含まれる。
設計された要素の数量、サイズ、形状、位置、および方向は、注記や
寸法の呼び出しなどのモデル化されていない情報を参照することな
く、モデルから直接測定出来る。

実際の製品型番が指定される。特定の
寸法、形状、場所が示される。

400

各要素は、表現された部品（またはその組合せ）の製造に十分な詳細情
報と精度でモデル化される。
設計された要素の数量、サイズ、形状、位置、および方向は、注記や
寸法の呼び出しなどのモデル化されていない情報を参照することな
く、モデルから直接測定出来る。

LOD350 に加えて、装飾的な飾りの
ように特別な取り付けの詳細が示され
る。
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4.3　LOD（Level of development）の概要
　LODは多くの場合、「モデル詳細度」との和訳が
適用されていますが、本稿ではLODの原典であ
る「Level of Development Specification 2019 
Guide and Commentary」（米 国BIMForum）の
中で定義される「Level of Development」を採用
します。同書では、「実務者が、設計および建設
プロセスの各段階において、BIMの内容と信頼性
を、高い明確性により、指定し、表現できるよう
にするための指標」であると明記していて、その
上で「詳細度」の語感から想起され得る「Level of 
Detail」に対して「基本的にモデル要素に含まれ
る詳細の量」との解釈を示しつつ、「要素のジオメ
トリと付与された情報がどの程度検討されている
か、つまりプロジェクトチームのメンバーがモデ
ルを使用するときに情報に依存出来る度合い」で
ある「Level of Development」との間に明確な違
いがあることを指摘しています。
　BIMは、建築生産プロセスの上流から下流にか
けて、設計情報を伝達し、様々な関係者間の意思
疎通、協働を支援するツールおよびデータである
ことを勘案すると、その内容と信頼性を記述する
ための「共通の指標」が重要であることは、容易
に理解されるでしょう。図12にて、LODの整理
をします。

部品を特定して仕様の確定度を高め、精算積算を
行います。なお、基本計画以降は、概算結果と目
標コストとの整合性を確認し、差異が生じた場合
は設計変更などのコストコントロールを行いま
す。このように、建物を部分に切り分けたり、各
種の仕様を段階的に定義したりするコスト管理の
進め方とBIMのデータ構造は相性が良いのです。
ただし、そうしたプロセスを実行するには、実施
ベースの複合単価を蓄積し、それを設計の各段階
におけるLOD（後述）で利用できる合成単価にま
とめ上げていくような実績データの整備が必要で
す。具体的にはBIMオブジェクトに合成単価を
紐づけられるようにしておくと便利であると考え
られます。
　BIMによる設計では、BIMオブジェクトのカテ
ゴリやタイプに対応する分類体系があると便利で
す。たとえば、プレファブリケーションされる建
築部品は、BIMオブジェクトの単位で仕様やコス
トを検討するのが設計者だけでなく製造者の立場
から見ても合理的と思われます。そのような建物
の物理的な分類の分類体系システムが、英国NBS
が管理するUniclass2015です。この分類体系を
基軸とすることで、BIMオブジェクトベースのコ
ストマネジメントへの道が開けてくるのです。

図12　Lコスト概算手法の検討作業中の「BSIビル」のモデリング状況
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6  まとめ

　分類はあくまでも建築を構成する様々な要素を
分類するためにあり、ある特定の製品や材料の種
類を分類するためだけにあるのではありません。
したがって、分類番号付与＝積算の自動化と考え
るのは早計であるといえます。
　しかし、BIMを建物情報のデータベースと考え
るならば、その中から適切な情報を探し出すキー
として分類番号は有益です。なぜならば、企業や
組織あるいは個人によって同じ材料を表現する名
称が異なる場合が多いからです。社内外に拡散し
ているデータに同じ分類番号が付与されていれ
ば、あらゆる情報を横断的に検索できます。この
ことは、仕様を記述する方や積算する方にとって
重要な機能です。業界で共通の分類体系を用いる
ことが、デジタル化による建設産業の働き方改革

（建設DX）実現の最優先課題といえるのです。
　あるモノを分類する視点は多岐にわたります。
構造物を製品や材料の単位に分解していく構造を
ワークブレイクダウンストラクチャー（WBS）と
呼びますが、その構造は、様々な業務に適した階
層の構造があります。一方で、あくまでもモノの
構成として構造物を分解していく考え方もありま
す。この考え方は、オブジェクトを組み上げて建
物を表現するBIMと相性が良く、それを体現し
た分類体系がUniclass2015だと解釈できます。
　本研究では、基本計画から実施設計にかけて
Uniclass2015の各テーブルを順次適切に用いて
建築情報の段階的詳細化を行い、結果として構築
される製品や材料のデータベースを、業務の視点
によるWBSで再集約して概算に利用する手法を
提案しました。
　BIMオブジェクトで製品や材料の種類を特定
するためには、分類番号による種類の名称に加
え、そのオブジェクトを構成する材料や、そのオ
ブジェクトに求められる法的な性能、それが取り
付けられる場所が内部か外部かなどのパラメータ
が不可欠です。しかし、概算の数量を導き出すた
めに具備すべきパラメータの選定に対する考え方

5  分類体系を利用した概算手法の検討

　建築プロジェクトの基本計画および基本設計段
階における予算把握を目的とした概算に用いられ
る数量は、従来コストマネジメント担当者が、設
計者等から発行された紙図面の上で、図面に記載
された寸法を基に、必要部分の数値を計測・計算
して取得していました。近年は、設計者へのBIM

（Building Information Modelingを用いた設計行
為）の浸透に伴い、BIMオブジェクトの「基本寸法」
や「基本数量」を集計することによって、必要な「設
計数量」を取得できるのではないか、との期待が
高まっています。しかし、ここに大きな課題があ
ります。
　BIMオブジェクトの「基本寸法」や「基本数量」
を目的別（例：部位別、工種別など）に集計する
ためには、適切な仕分けを行う必要がありますが、
BIMオブジェクトやタイプ名称、それに付された
属性情報の内、名称や仕様等の文字列をキーとす
る仕分けでは、その使用文字や表記ゆれ（例：石
膏ボード＝GB、プラスターボードなど）、また当
該属性情報の格納場所（＝パラメータ）の不一致
が障壁となっています。そこで、情報委員会では、
この課題を解決することを企図し、BIMオブジェ
クトに対して、一貫性のある分類体系を付与する
ことによる概算手法を確立するための、技術的仕
様の検討を行いました。BIMオブジェクトに付
与する分類体系としては、BIMオブジェクトと
の親和性を考慮して考案されたUniclass2015を
採用しました。
　将来的には、一貫性のある分類体系が共有され
ることで、発注者を含めた関係者間での設計情報
の円滑な相互利用が可能となり、発注者にとって
建設コストの妥当性検証が設計の早い段階で容易
に行えることが期待されます。
　なお、本検討内容の詳細については、準備が整
い次第、当協会ホームページの「BSIJ協議会」ペー
ジにて公開いたします。
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　今後、情報委員会では、ICMS国際建設測定基
準における建設コスト分類システムとの関連性を
整備しながら、この分類体系の普及および啓蒙活
動を展開していく予定です。引き続き、本研究に
関する皆様のご協力をお願い申し上げます。

※OmniClass, MasterFormat, UniFormat は、各組織ま
たは団体の登録商標または商標です。その他、本稿に
記載されている組織名、システム名、製品名は、一般
に各社の登録商標または商標です。なお、本文および
図表中では、「™」、「®」は明記しておりません。

を、全てのオブジェクトで共通化できるかどうか
は、今後の検討課題です。
　いま、分類体系による概算手法の確立が望まれ
ています。BIMデータが将来的に建設業界全体
の社会インフラとして整備され、BIMデータと
分類体系が適切に結びつくことにより、建設業界
全体でデータを効率的に利活用できるように、本
稿で論じた知見や課題等を業界内の関係機関と共
有しながら、より実践的な検証を重ねて普及につ
なげていく必要があると考えます。
　今後は、分類体系の利用について、利用方法の
提案やメリットが出てくる環境の提案などを積極
的に行いながら、建築BIM推進会議内の他の部
会とも緊密に連携し、より実践的な分類体系の策
定を行う必要があります。特に、これまで着手し
ていない「概念的分類」の整備に着手する必要が
あると考えます。「物理的分類」に国ごとの商習慣
を差し込む余地はありませんが、「概念的分類」は
その国における業務のやり方を体現する必要があ
ります。また、建築だけでなく設備のコストマネ
ジメントと概算における各ステージの考え方や項
目の調整も必要となるでしょう。さらに、土木や
インフラ分野への展開も視野に入れながら、国際
標準に則った分類体系および、BIMモデル作成
における標準化案の策定や実証実験も必要と考え
られます。
　一方で、分類体系だけでなく、仕様書作成ソフ
トウェアや、分類体系入力支援ソフトウェアなど
も、今後重要な要素となります。Uniclass2015
をキーとしたBIMオブジェクトと、IFCやCDE
などデータ環境との相互リンク思想、さらには、
分類体系が情報のハブとなり、既存のRIBC分類
やCI-NET分類、修繕計画用BELCA分類やIDEA
ライフサイクルアセスメント分類などとも有機的
に繋がることで、様々な社会の基礎情報としての
活用方法も模索していく必要があります。
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of Development （LOD）の当社指標案を定めて
組み込んだ点である。定期的に関係者がプロジェ
クトの推移を確認し、目的の達成度合いを確認で
きる指標を定め、各ステージにおける様々な情
報をModel Element Table（MET）（図２）でマネ
ジメントする計画とした。米国および英国での
事例も参考に、将来的な分類体系（Omniclassや
Uniclass2015等）の活用も見据えた手法を検討し
た。

３．BIMによる設計ワークフロー

　設計の品質を上げ、精度の高いモデルや情報を
効率的に次工程の積算や施工に引き継ぐため、一
つのデータを関係者全員で横断的に共有すること
でモデルと図書の精度向上、データ連携の効率化
を図る取り組みを行った。具体的には、①BIM
専門チームによる実施設計、②施工情報を設計段
階で取り込むフロントローディング、③プロセス
横断型のBIMデータの一貫活用　の3つの重点項
目を定め、BIMによる効果を最大限生かすための
新たな設計ワークフローの構築（図3）を試みた。

４．積算検証について（建築系）

　実施設計におけるコストマネジメントは、 “予
測（目標）コスト”を、工事契約や資材発注等に関
連づける“確定コスト”に仕上げる重要な業務で

1．連携事業の目標、目指す姿

　令和2年度BIMを活用した建築生産・維持管理
プロセス円滑化モデル事業において、当社は連携
事業者として参加した。
　BIMを活用した生産性の高い「最適なワークフ
ローの実現」に向けて、各プロセスの「データお
よび情報の不連続課題」を解決し、設計、施工か
ら維持管理までの関係者間の最適なデータおよび
情報の連携手法を検証した。
　本稿では、連携事業の全体概要と合わせて、
BIMワークフローがどのようにコストマネジメ
ント手法と関連していくか、いわゆる積算業務に
おける検証内容についても紹介したい。

２．連携事業の概要について

　今回は、当社の実施案件であったRC造の共同
住宅（図１）を題材とした。当社が設計から施工、
維持管理まで一貫して行う物件である。従来手法
による設計、施工と並行して、BIMを用いた場合
の設計、施工のワークフローを実施した。本連携
事業の検証対象ステージは、実物件のスケジュー
ルに合わせて実施設計から施工完了（S3〜 S6ス
テージ）までとした。
　連携事業の着手時に注力した点としては、BIM
実行計画書（BEP）の中に、情報の確定度Level 

設計施工一貫方式における
BIMワークフローの
効果検証・課題分析 （公社）日本建築積算協会 情報委員会委員

株式会社安藤・間
建設本部 プロジェクト推進部

田中 洋介

図1　検証物件外観パース 図2　LODおよびMET当社指標案

B I M
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算データを活用してライフサイクアセスメント
（LCA）を効率的に行う仕組みについても検討し
た。これまでは、建設分野は資材投入量が多いた
め、LCAの検討が非常に難しいとされてきた。今
回、積算データと単位換算データベース、さらに
はLCAデータベースであるIDEAv2を関連付け
ることで、多様な環境負荷物質を効率的に評価で
きることが確認できた（図5）。

７．終わりに

　今回の連携事業を通して、コストマネジメント
を的確に行うためのBIMおよび情報マネジメン
トの重要性を再認識したとともに、その難しさを
改めて実感した。様々な関係者がフロントロー
ディングを実施しながら、同時並行的に協同作業
を行い情報確定していく過程で、どのようにコス
ト技術者が関与していくべきか。今後も様々なプ
ロジェクトに本検証内容を積極的に取り入れ、課
題解決を図りながら、BIMの情報マネジメント
国際規格であるISO19650の概念も念頭に置き、
BIMワークフローとコストマネジメント手法の
最適解を模索していきたい。

ある。今回は、実施設計図書と合わせて、より確
定度の高いBIM情報も利用して、迅速かつ精度
の高い積算業務につなげる検証を実施した。
　意匠、構造においては、設計Revitモデルを、
BIM連携可能な積算ソフトウエアに取り込む手
法（図4）を採用した。整合調整されたBIMデー
タを利用することで、インプット情報の精度が上
がり、より精度の高い積算手法が実現可能になっ
た。一方、BIM連携後のチェックに一定数の時
間が必要な点は今後の課題と言える。BIMを利用
した場合のチェック項目精査、確立が重要であり、
改善案の検討を随時行っている状況である。

５．積算検証について（設備系）

　設備においては、設計RebroモデルのBIM集
計表機能で配管やダクトなどの数量を抽出する手
法を採用した。一定の積算期間の短縮が見込める
一方で、BIM作成および修正期間の確保、BIM
数量の正確性や信頼度をどのように定義するかな
ど、BIM数量を直接利用する場合の課題も多い。

６．積算データの環境影響評価展開

　脱炭素社会および循環型社会の構築に向け、積

図4　設計Revitとヘリオスとの連携図3　設計施工一貫BIMワークフロー案

図5　積算データとLCAデータベース利用による環境影響評価
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解・ハンドリングがしやすい『やさしいBIM®』と
いう概念を開発し、実際のコンサルティング業務
に活かしてきた。
　今回のBIMモデル事業では、設計者や施工者
が介在しづらい企画・基本計画段階（S0・S1段階）
及び維持管理段階（S7段階）の効果検証を実施し
た。全体の狙いや効果検証結果は報告書を参照し
ていただくとして、コストについてのNCMのコ
ンセプトについて述べることとする。
　プロジェクトの初期段階である企画・基本計画
段階において、「建設期間全体でいかにコスト情
報を一貫して取り扱うか」ということを題材にし
た。企画・基本計画段階で実施されるコスト算出
は、実務上では事業者サイドで「面積×用途ごと
の坪単価」で算出するケースが多い。事業者にとっ

　日建設計コンストラクション・マネジメント株
式会社（以下、NCM）は建設プロジェクトのライ
フサイクル全段階（S0～ S7段階）にて、事業者
をサポートするコンサルティング会社であり、国
交省のBIMワークフローで言うところの「ライフ
サイクルコンサルティング業務」を生業にしてい
る企業である。
　NCMではBIMを「建設プロジェクトを円滑か
つ効率良くマネジメントするためのデジタルツー
ルのひとつ」であると位置づけ、設計者や施工者
など「モノづくり」の観点はもとより、広く事業
者のメリットとなるような開発をしている。事業
者のビジネスを、BIMを利用してより良くしてい
くためには、LODは低いがビジネスを実施する
ための情報がしっかり蓄積された、事業主でも理

事業主のための『やさしいBIM®』
事業主がコストコントロールを行うためのBIM利用

日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社
デジタルソリューションドメイン ディレクター

吉本 圭二

図1　建物ライフサイクルとライフサイクルコンサルティング業務の例（カッコ内はLCCでの費用内訳）

図2　『やさしいBIM®』のイメージ

B I M
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　結果としては、建具や器具等の個数で算出され
る要素は100％、鉄骨などの躯体や内部仕上げ等
においても数量の精度が契約内訳と比べて数％に
納まることが分かった。これによって、企画・基
本計画段階のフィージビリティスタディ業務で作
成できる『やさしいBIM®』レベルのモデルでも、
契約内訳と遜色のないレベルの数量積算が実施で
きることが証明された。

　今後の展望としては、検証のサンプルを増やす
ことによって、事業者がプロジェクトでのコスト
をコントロールするというために必要なBIM利
用や積算手法の開発を進めていきたいと考える。
ゆくゆくは日本の積算基準も事業者がコストをコ
ントロールするための手法に変化していくことを
期待しながら、NCMではより高度で、より透明
性の高いコストマネジメントを実践するための手
法を開発し、世の中に発表していきたいと考える。

註）図表は国土交通省への報告資料を基に作成している。

ては、これらの坪単価が、事業性検討をする上で
も基準となるが、これらのコスト情報と、建設工
事のコスト情報の差があることは、この書の読者
であれば既知のことと考える。設計や施工中のコ
スト情報は「数量×単価」で算出されるが、これ
と「面積×坪単価」を比較すると、坪単価には実
際に施工される部材のコスト情報がないことなど
から、それぞれの『情報の型』が合わず、事業主
が持っているコスト情報と設計者や施工者が持つ
コスト情報を比較できず、建設段階のコストの妥
当性を事業者サイドでコントロールすることがで
きないという課題が存在する。この課題を解決す
るために、事業者サイドでもコスト情報を保持で
きるようにするために、BIMモデル事業では、『や
さしいBIM®』を用いて企画・基本計画段階から「数
量×単価」でコスト算出する検証を行った。企画・
基本計画段階のフィージビリティスタディを『や
さしいBIM®』を用いて実施すれば、モデル化し
た要素の「数量」が算出される。また、モデル化
して算出された「数量」をもとに、関連する各種
の「数量」を計算していく。これに値入れ作業を
行うことによって、企画・基本計画段階から、設
計段階以降の概算と『情報の型』の揃った概算を
行うことが可能になった。

 
　今回のBIMモデル事業では、すでに工事請負
契約が完了しているプロジェクト（規模として
は1万㎡程度のオフィス用途、宿泊用途の3件

（表1で事例①～③と表現した））にて、『やさしい
BIM®』でモデリングを実施し、その効果を確か
めた。
 

図3　各段階における設計情報と概算手法例（建築工事）

図4　モデルと数量算出のイメージ

表1　 『やさしいBIM®』でモデル化した要素と各事例の数量
マッチング率
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3．BIMモデルの数量算出

　設計段階のコストマネジメントにおいてBIM
活用の効果が大きい機会は工事費概算であると考
える。設計の初期の段階で従来型の概算より精度
が高く、綿密な検討が可能となれば、設計者・コ
スト担当者だけでなく発注者が得られるメリット
は大きい。そのため連携事業ではその概算の精度
に大きく関係するBIMモデルの数量についても
検証を行った。
　BIMモデルの数量を概算に活用する場合、設
計者とコスト担当者間で「概算に必要な数量」に
ついて整理・共有をする必要が生じる。従来型の

1．BIM活用モデル事業（連携事業）

　昨年度、松田平田設計（以下，MHS）では国土
交通省の「BIMを活用した建築生産・維持管理プ
ロセス円滑化モデル事業（連携事業）」（以下，連
携事業）に参画。「BIM設計による英国の分類体
系（Uniclass2015）との整合性とコストマネジメ
ント」をテーマにBIMモデルと英国の分類コード
Uniclass2015（以下，Uniclass2015）の活用に関
する検証を行った。検証としては、主に次の３項
目ついて取り組んだ。
① 設計責任マトリックス
　 （DRM-Design Responsibility Matrix）
② BIM仕様書
③ BIM概算
　本稿では、「BIMモデルの数量」に主眼をおいて
説明する。検証結果は、国土交通省HPのBIM推
進会議「令和２年度 BIMモデル事業・連携事業 
検証結果報告書」にて、各社の報告書が公開され
ている。

2．Uniclass2015

　Uniclass2015は7つのテーブル（分類）から構
成されており、プロジェクトに関する情報を分
類する（表1）。それぞれのテーブルは、「Group、
Sub group、Section、Object」の4階層構造であり、
各階層は2桁の数字が割り当てられている。また、
Uniclass2015の日本語訳版は日本建築積算協会

（以下 BSIJ）にて公開されているデータを使用し
た。例えば、Ss_30_25_10_35「Gypsum board 
suspended ceiling systems」はBSIJの翻訳版で
は「石膏ボード吊り天井システム」となる（表2）。
　検証では、Ss－Systems/システムのテーブル
を基に、「BIMオブジェクト」と「概算に必要な数
量・単価」の関連付けを行った。Uniclass2015コー
ド、仕様の整理・定義付けはNBS Chorus（英国
の仕様書作成ソフト）を使用した。

BIM設計による
分類体系との整合性の検証

株式会社松田平田設計 コスト設計部 主任
山之口 靖幸

表1　Uniclass2015の7つのテーブル

表2　Uniclass2015のテーブル構造（連携事業より）
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対象は構造・外部仕上・内部仕上から数項目をピッ
クアップした。多くの項目が10%以内の誤差に
収まる結果となったが、中には10〜70%程度の
誤差が生じた項目もある。
　この誤差の大きい項目に注目すると、手拾いの
スケールアップ数値の差や詳細にモデリングしない
部分などが原因であることが確認できた。具体的
には、複数の仕上材が混在して部分的に使用して
いる場合、細かい拾い分けが困難であるため数量
差が生じる。その他には、内部仕上に関して、造
作家具やユニット品の配置部分については、BIM
モデル側で補正を行うことが困難なため、控除が
必要な部分との数量差が生じてしまった。このよう
に、控除が必要な部分は、別の手段を用いて2 段
階に分けて算出するような工夫が必要である。
　また、設備関連の数量はRebro（建築設備専用
CAD）を使用し検証を行った。配線、配管やダク
トなどの長さもの、照明機器・盤、空調機器や衛
生機器類などの箇所・台数ものに関しては精度の
高い数量算出が可能である。機器能力や容量など
を目安に概算する項目（空調機・熱源機器等）に
ついては、Uniclass2015で仕様を定義しメーカー
見積を活用するなど別の手段を用いる必要がある
と考える。

4．今後の課題

　BIM概算の精度向
上には、分類体系の
標準化や仕様情報の
関連付けは勿論、モ
デリングの統一化（ルール決め）、またはモデリ
ング誤差を考慮した概算手法の確立が必要と考え
る。設計者側はモデリングの省力化を図り設計に
力を入れたい、コスト担当者側は概算の精度を上
げるためより詳細な情報を求める。両者のバラン
スの取れたBIM運用を目指したい。
　BIMワークフローがより発展すると、海外で
は活躍している「BIMマネージャー」「スペック
ライター」などの新たな職域の活躍が期待される。
今後の建築積算士・コスト管理士としての活動や
立場についても注目していきたい。

2D図面等から概算を行う場合、図面等の資料か
らコスト担当者が概算に必要な情報を読み取り数
量拾いを行う。比べてBIMモデルから数量を算
出する場合、オブジェクトの属性情報から集計し
て数量を算出する。端的にいえば機械的数量拾い
である。そのため、設計者が “概算利用を想定し
たモデリング” を行っていない場合、コスト担当
者が意図しない数量になりばらつきや抜け、重複
が起こり精度の高い数量算出は難しい。またその
ような数量データを概算に使う場合、当然補正を
コスト担当者が行い、本来見込まれる作業の省力
化は失われると考える。実際に、外装の意匠表現

（カーテンウォール割付）の影響を受け、内部側
の数量を正確に算出できない事例があった。この
ような場合も事前にルールを決めモデリングすれ
ば解消できると考える。
　検証では、MHS概算フォーマットをベースに

「概算手法」「分類コード」「コスト情報」等に関す
る情報を纏めたマトリックス表（中間ファイル）
を作成し、関係者間の情報共有などに使用した。
例えば、「概算手法」の部分では、BSIJ概算手法「建
築プロジェクトにおけるコストマネジメントと概
算」を利用して最適な算定方法を検討。「分類コー
ド」の部分では、Uniclass2015コードを割り当
てられない項目の整理などにも使用した（図1）。
コードがないものや日本独特の仕様については、
既存コード（4階層目）に5階層目を付加すること
で、単価と紐づける詳細な分類が可能と考える。

　BIMモデルより算出した数量は、算出精度を
確認するため、企画～実施設計の各BIMモデル
を使い、従来の手拾い数量と比較を行った。比較

図1　 中間ファイルの相関図（連携事業より）
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　従来方法とは、2Dの設計図を利用したコスト
概算算出作業であり、プロジェクトにて実測した
工数を比較基準とします。作業にあたり期待値と
して、工数削減効果の目標値は、従来比50%削
減と設定しました。

BIMによる概算算出方法
　建設コスト概算作業には、「数量拾い作業」の他
に「図面確認」「見積徴取」「値入」「確認・調整」
という作業があります。BIM概算により「数量拾
い作業」の工数が削減されますが、その他の作業
はBIMに依らず従来と同様の作業となります。
　試行では、数量拾いはRevitの集計機能を利用
して「オブジェクト名称」により集計します。そ
して、算出された数量をExcelファイルに書き出
し、単価を乗じることによりコストを算出します。
なお、モデリングされておらず数量が拾えないも
のは、床面積を自動集計して実勢単価を乗じるこ
とによりコストを算出してみました。

S2におけるBIM概算による工数削減効果の検証
　従来手法を用いたコスト算出は延90時間で
あったのに対して、BIMによる概算算出では延

　建築設備BIM積算業務はBIMデータが存在す
ることで、大きな効率化につながることが期待さ
れています。建築BIM推進会議において採択さ
れたモデル事業の中で、積算作業の削減効果を検
証した2020年からの活動を報告します。
　BIMモデルに積算に必要なパラメーターが付
与されていることは現在一般的ではないため、定
量的に検証する効果と比較基準、目標を最初に示
すことからはじめました。

1．建築コスト算出にかかる
　  業務量の削減効果
　設計フェーズにおいて合意形成を円滑化するた
めには、空間性能と建築コストの可視化が重要で
す。3Dモデルを用いて空間性能を定量的かつ視
覚的に表現することにより、発注者の理解の深
度とスピードが向上します。そこで本事業では、
BIMを利用することで設計段階における建築コス
トの算出にかかる工数を実測し、従来方法による
工数との比較を行うことにより、建築コスト算出
の業務削減量を検証しました。なおこの検証は建
築コストを削減することを目的としておりませ
ん。

建築設備積算業務BIM連携検証

（公社）日本建築積算協会 情報委員会委員
新菱冷熱工業株式会社 技術統括本部 BIM推進室 副室長

谷内 秀敬

資料1　発注者の理解の深度とスピード向上

B I M
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業については従来の工数と変わらない結果となっ
ています。
　結果、従来方法に対するBIM概算の工数削減
効果は、全体で26%減（90時間⇒67時間）になっ
ています。

2．標準分類コードUniclass2015の
 　 コスト概算での利用について
　海外で先行している標準分類コードの利用に関
する検証として、建設コスト概算に利用すること
を想定して、各オブジェクトにUniclass2015の
Ssコードを割り振り、コードによる集計は可能
となっています。
　BIMを設計から施工、維持管理へ引き継ぎ、さ
まざまな目的で活用するためには、BIMを構成す
るオブジェクトが共通認識され、取り扱われる
必要があります。オブジェクトを一意に特定す
る方法として、標準化された分類コードを利用

67時間となり、約26%の工数削減となりました。

　資料3は、意匠・構造に関するコスト概算の作
業内容と労務比率を示しています。従来の2D図
面にもとづく概算に対し、BIM概算では「数量拾
い」の工数が半減しました。一方、電気設備、機
械設備のコスト概算については、モデリングされ
ている設備がわずかであるため、床面積に実勢単
価をかけてコストを算出することとなり、集計作

資料3　意匠・構造に関するコスト概算作業の労務比率

BBIIMM概概算算（（全全体体工工事事：：①①実実勢勢坪坪単単価価））

BIMモデル化 集計表出力（Excel） 実勢坪単価設定
（床面積情報） 概算

レベル 面積 面積_面積区分 名前
I:レベル I:面積 I:面積_面積区分 I:名前

ELV昇降路
3FL 16.09 容積対象外
2FL+500 8.371 容積対象外 EV-1
2FL 7.958 容積対象外 ELV-2
1FL 15.308 容積対象外

47.727
その他容積対象外
3FL 7.427 容積対象外 階段-2
2FL+500 39.963 容積対象外 その他

47.391
バルコニー(等)
2FL+500 18.889 その他面積 テラス

18.889
バルコニー（容積対象）
3FL 75.211 容積対象
2FL+500 153.094 容積対象 容積対象エリア
1FL 93.007 容積対象 容積対象エリア

321.312
事務所専有
3FL 394.164 容積対象
2FL+500 577.832 容積対象
1FL 838.01 容積対象

1810.006
事務所専有（実験室）
3FL 492.985 容積対象
2FL 546.148 容積対象
1FL 41.07 容積対象 電算機室

1080.203
共用部(全共等)
3FL 527.622 容積対象
2FL+500 385.741 容積対象
2FL 168.039 容積対象
1FL 908.816 容積対象

1990.219
吹抜(等)
3FL 327.399 その他面積 吹抜
2FL+500 100.689 その他面積 吹抜

428.088

UID

■面積確認（用途別）
全体工事費 対象面積

5315.75 ㎡
1608 坪 ※社外秘

空気調和設備工事

単　価 金　額 備　考

1. 事務所用途＋共用部 1 式 ※ ※

2. 実験室用途 1 式 ※ ※

3. スクラバー排気 1 式 ※ ※

空気調和設備　計 ※ 445,840,000

衛生設備工事

単価 金額

1. 事務所用途＋共用部 1 式 ※ ※

2. 実験室用途 1 式 ※ ※

衛生設備　計 ※ 149,500,000

名称 数量

名　称 数量

..BBIIMM概概算算（（空空調調機機関関連連工工事事：：②②メメーーカカーー見見積積ももりりとと③③数数量量拾拾いい））

BIMモデル化 集計表出力（Excel） 単価設定・概算
（機器・ダクト類） メーカー見積もり

ダクトのサイズ、面積拾いは
従来概算では精度を高めるこ
とが困難であったため、BIM活
用によるメリットは大きい

資料2　単位あたりのコスト算出手法
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ました。なお、「内装仕上げ」についてはBIMモデ
ルに入力されていないため対象外としています。
　Uniclass2015は英国で整備されたものであり、
日本の建築業界では想定しない分類が見受けられ
ました。また、Uniclass2015はコスト算出を目
的としたコードではないということもあり、各
コードが指し示す工事・部材の内容が不明瞭なも
のがありました。そのため、本来の意図通りにコー
ドが割り振られているかは不明なため、コード割
り振りの妥当性の検証は今後の課題であります。
単価設定については、日本の建築業界における積
算基準に対応する詳細な材種（例:鋼材種類、コ
ンクリート種類・強度など）やサイズ（例:石膏ボー
ド厚さなど）の情報がコードに割り振られていな
いため、コード情報のみからの単価設定は難しい
と考えられます。そのため、Uniclass2015の他
に概算に必要な情報を属性データとしてオブジェ
クトに付与して、Uniclass2015と属性情報の組
み合わせによる設定が必要です。
　 今 後 の 市 場 の グ ロ ー バ ル 化 を 考 慮 し て、
Uniclass2015をはじめとする海外で先行する分
類コードをもとに、国内の事情、業界の慣習等に
あわせた標準分類コードの整備が待たれます。
　BIMモデルが流通し共通の分類体系コードが
割り振られることで、大きく建築積算作業が効率
化されることが確認できる検証でありました。効
率化を獲得するまでに整備すべきことは山積であ
りますが関係各位の推進活動で社会の価値創造が
目の前に見えていることを確認できました。
	

することができます。標準分類コードの整備は
海外で先行しており、英国のUniclass、米国の
Omniclass、豪州のVBISなどがあります。建築
BIM推進会議の部会4では、Uniclass2015を分
類コードとして利用することを検討しています。
本事業においてもその方針に従い、S2における
BIM概算にUniclass2015を利用することを想定
し、BIMのオブジェクトにUniclass2015を割り
当てて、その効果と課題について検証しました。

Uniclass2015のコスト概算での利用に関する検証
　S2のBIMモデルを構成する部材オブジェクト
に、Uniclass2015のSs(System)コードを割り当
てます。その際、建築BIM推進会議の部会4で共
有されているUniclass2015の日本語翻訳版を参
考としました。そして、概算作業を行うための単
価設定の可否について分析し、Uniclass2015に
よるコスト概算の可能性は、　Uniclass2015は英
国の分類コードであるため、日本の業界標準に馴
染まず、適切に割り当てられない可能性がありま
す。また、部材の数量拾いに分類コードを利用す
ることによる作業工数の削減効果は、オブジェク
ト名称による分類とほとんど差がないと考えられ
ます。
　現在のところ、コードの定義には単価設定に必
要な情報が不足していたため、概算の算出には至
りませんでした。
　資料4で示したとおり、BIM概算で自動集計の
対象とした「躯体」、「建具」、「間仕切り」の各オブ
ジェクトにUniclass2015分類コードを割り振り

資料4　 Uniclass2015分類コードを割り振り
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きることは？何をやるべきか？　筋道とおった論
理的思考も当然必要ですが、最終的に突き動かし
たものは「心」だと思います。その「心」の状態を
調整するスキルを「EQ」ととらえたいと思います。

　EQ」とは1989年に米国のエール大学のピー
ターサロベイ教授、ニューハンプシャー大学の
ジョン・メイヤー教授が唱え、ハーバード大学の
ダニエルゴールマンが1996年『EQ心の知能指数』
として出版し、世界中に広まった。今から30年
近くも前の話です。

 

　 ピ ー タ ー・ サ ロ ベ イ 教 授、 ジ ョ ン・ メ イ
ヤ ー 教 授 が1989年 に 初 め て 論 文「Emotional 
Intelligence」で発表した概念で、

「情動が私たちの行動に重要な影響を与えている。
情動を上手く管理し、利用することは知能だ。」
と伝え、ダニエルゴールマンが

「EQとは、自分の感情を的確に把握し、その場に
応じた適切な行動をとるために、自分の心を調整
する能力」と定義しました。
　そしてEQを理解する上で、４つのブランチに
分け、EQマネジメントの能力を特定しました。
以下がそのEQ４つのブランチです。
①情動の識別……自分自身の感情や周囲の人たち

がどのように感じているかを知覚して識別する
能力

②感情の利用……状況の判断や課題達成のため
に、自分の感情を作り出したり相手に共感する
能力

③感情の理解……感情がどのような原因から起き

　コロナに追いやられ、DXなど急激な変化の波
にあおられてしまっている現在、新しい時代を迎
えるワクワク感には程遠い感情を抱いている社会
人がほとんどではないだろうか。
　自分の仕事の成果が上がらないことから自信を
無くし、目標を見失い、周囲の人々との関係構築
が途絶え、お互いがお互いを無意識に避け、嫉妬
にかられ、答えが見つからずいらだち、そんな毎
日で自分の夢をなくし、結果責任を他者のせいに
し、自らはやる気を失っていく。
　元来、我々ビジネスパーソンは目の前の問題か
ら発生する将来の課題に対して、相互に切磋琢磨
して新しいアイデア、テクノロジー、プロセスを
生み出し、改善、連携させて成果を生み出してい
く。そこに感動があり、感謝があり、勇気をもら
い、そんな人々の本気のチャレンジやそのマイン
ドに支えられて、自らを奮い立たせて毎日を生き
ていくことができる、と考えます。
　さて、現在の不確実な時代の、この難題に我々
はどう取り組んでいけばよいのだろうか？
　ごちゃごちゃ言わずに「みんなで頑張る！」。
この「みんな」をどうやって一つのチームにして、

「頑張る」行動をどうやって生み出していくか？
　今年の夏に開催された2020東京オリンピック
＆パラリンピック。開幕直前まで難題だらけで、
賛否さまざまな声がありましたが選手や大会関係
者、ボランティアの人々の発言や姿勢、行動にヒ
ントがあるように感じます。
　その答えは、一人ひとりの「心」の中にあり、
それぞれが自分の「心」に目を向けるところから
自ら「やるべきこと」を見出し、マインドセットし、
目標に向かって一致団結していった行動、そして
その一人ひとりがお互いを助け合い、尊敬し合い、
相互に手を携えていく行動をさまざまなシーンで
見ることができた。
　困難な状況の中で、どう自分の心を調整する
か？この大会が果たす価値はなんだ？今自分がで

不確実な時代に一つの目標に
向かって皆で力をあわせることが
できるスキル「EQ」とは ジャパンラーニング株式会社

EQ教育事業本部 執行役員
水野 保

ダニエルゴールマン著
『EQ心の知能指数』
『ビジネスEQ』

EQセミナー
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心内知性＆対人知性を言っています。

　EQは医学的なアプローチからも研究され、脳
の一部で人間の感情をつかさどる「大脳辺縁系」
が注目され、人は意識するより早くその「大脳辺
縁系」が反応し、外に開かれる性質を持つこと、
さらに外部からの刺激に対して直接反応する他律
的性質を持つ「開回路」と呼ばれるが機能が活性
化することがわかってきた。この機能によって人
は人を認知し、感情が生まれ行動を起こすと考え
られています。

　ジャパンラーニング株式会社は日本のビジネス
パーソンにむけて「EQ」の概念を「JapanEQ300」
として測定できるソリューションツールを独自で
開発し、25年前から日本のビジネス社会に提供
してきており、現在では45万名を超えるビジネ
スパーソンの検査実績を誇っています。

るのか、そしてどのように移り変わるのかを理
解する能力

④感情の調整……周囲の人とうまくやっていくた
めに自分の感情を調整したり相手の感情に働き
かける能力

　彼らは米国ビジネス社会でパフォーマンスを
上げ続けている人に共通するコンピテンシーを

「EQ」と命名しました。EQ能力が高いというこ
とは、「自分の心理状態を認識したうえで、自分自
身を動機付け、挫折を乗り越え前向きに生きてい
くこと、他人を理解し共感することで、良好な人
間関係を作り、能力が発揮できる環境を作れる能
力に優れている」と定義しました。
　人間は誰でも、そもそも能力を持っており（ハー
バード大学のガードナーが提唱する７つの能力／
マルチプルインテリジェンス理論）、その能力が
発揮できるように、人と人がお互いに影響し合う

◆JapanEQ300で表される３つの知性、9つの能力27の素養
３つの知性 9つの能力 27の行動特性

（１）心内知性 

　　モチベーション

自己認識力
①内的自己
② 外的自己
③ビジョン

ストレス耐性
④抑うつ性
⑤不安耐性
⑥ストレスコントロール

メンタル力
⑦自信力
⑧達成意欲
⑨ビジョン

（２）対人知性

　　コミュニケーション

対人認識力
⑩対人受信力
⑪対人理解力
⑫傾聴力

自己表現力
⑬感情表現
⑭自己主張力
⑮ノンバーバル

人間関係構築力
⑯対人問題解決力
⑰共感力
⑱対人問題解決力

（３）社会知性

　　リーダーシップ

社会認識力
⑲社会理解力
⑳社会関係度
㉑コミットメント力

状況判断力
㉒状況モニタリング
㉓状況分析力
㉔決断力

リーダーシップ力
㉕国際対応力
㉖チームワーク力
㉗チャレンジ
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上げても成果にはたどり着けない。上の図式はこ
のことを伝えています。

　この不確実な時代に一つの目標に向かってみん
なが力を合わせていくスキル、それが「EQ」。相
手の気持ちを理解し、自分の感情を調整する能力
である「EQ」。すべてのビジネスパーソンに今最
も重要な能力ととらえてほしいと思います。

　「JapanEQ300」は先ほどの４つのブランチを
「自分（心内知性）」と「相手（対人知性）」と「その
状況（社会知性）」という相互に関係し合う行動
特性でくくり、「心内知性としてのモチベーショ
ン」「対人知性としてのコミュニケーション」「社
会知性としてのリーダーシップ」という本来人間
がもっている3つの知性を９つの能力に、さらに
27のコンピテンシー（素養）に分解し、それぞれ
数値化して表すことで今の自分がどの領域にどの
程度の意識と行動量を発揮しているかを客観的に
知ることができるツールとして社会に提供し続け
ています。
　我々は日 「々成果」を挙げようと努力していま
す。ビジネスパーソンはビジネス成果（売上や利
益など）を、アスリートは自己ベストの更新や金
メダルを。その実現に向けて知識やスキル、さま
ざまな経験・体験が必要ですが、基本として支え
ているEQ（心）が整っていないといくら上に積み

成果とEQの関係性
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■■ 結結果果のの構構成成

３つの知性のバランスから、人物像全体をとらえます

では、 知性を大きく つのテーマに分けています。

① 心内知性：自分の感情や気持ちをとらえ、必要に応じてそれらを抑えたり、上げていくことができる。

一言で言うと、モモチチベベーーシショョンンの知性。

② 対人知性：一対一の対人において、相手の感情や置かれている状況を読み取り、あるいは自分の感

情・状況を伝えていくことで、関係を構築できる。

一言で言うと、ココミミュュニニケケーーシショョンンの知性。

③ 社会知性：チームや組織のなかで、自分の役割やチーム・組織の状況をとらえ、自ら働きかけ、チー

ムや組織を動かすことができる。一言で言うと、リリーーダダーーシシッッププの知性。

（（１１））全全体体ののババラランンススををみみるる

つの知性を具体的な能力にブレー

クダウンしたのが の行動特

性です。

ここでは、 の行動特性の

データをレーダーチャートで視覚化

しており、自分の の型をみるこ

とができます。また、中央の円が日

本のビジネスパーソンの平均（偏差

値 ）を表しており、自分の強

み・弱みを把握できます。

（（２２））「「強強みみ・・弱弱みみ」」ををつつかかむむ

（（３３））個個別別のの行行動動特特性性ををつつかかむむ

ここでは、 の行動特性の一

つひとつのデータ数値を記載してい

ます。

自分の強みや、課題となる 行動

特性、開発するべき 行動特性を、

個別に把握し、それに対して具体的

な手を打つ手がかりとなります。

図： 検査結果サンプル

（（１１）） （（２２））

（（３３））

■■ ごご自自身身のの 結結果果をを確確認認ししままししょょうう。。

□□ 検検査査結結果果のの見見方方（（ ををよよりり深深くく理理解解すするる）） □□

◆JapanEQ300の結果シート見本


